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44　1編3章　細胞間の相互作用とタンパク質

　多細胞生物は，単に多くの細胞が集まっているのではなく，分化した同じ細胞が集
まって組織をつくり，さらに器官を形成してまとまったはたらきを担

にな

っている。細胞
のなかには，血液に含まれる赤血球のように，個々の細胞が独立してはたらいている
ものもあるが，このような細胞以外は，別の細胞や，コラーゲンなどのタンパク質で
できた細胞外の構造体と接着してはたらいている。

　細胞どうし，または細胞とほかの物質との結合を，細
さい

胞
ぼう

接
せっ

着
ちゃく

という。細胞接着によ
り，細胞間の情報や物質の交換が可能になっている。動物の細胞接着の種類は，大き
く分けて，密

みっ

着
ちゃく

結
けつ

合
ごう

，固
こ

定
てい

結
けつ

合
ごう

，ギャップ結
けつ

合
ごう

がある（図16）。
●密着結合　隣り合った細胞の細胞膜がタンパク質によって，切れ目なく密着する結
合を密

みっ

着
ちゃく

結
けつ

合
ごう

という。例えば腸の上皮組織では，1層の上皮細胞からなる構造によっ
て体内と体外とが隔てられている（図16）。この構造は密着結合によってつくられた
もので，腸の上皮組織より内側にさまざまな分子が入

はい

り込
こ

むことを防いでいる。
●固定結合　細胞の中にある細胞骨格につながったタンパク質どうしによる細胞の結
合を固

こ

定
てい

結
けつ

合
ごう

という。機械的な強度が高い結合で，筋肉や上皮によくみられる。接着
タンパク質であるカドヘリンやインテグリンにはさまざまな種類があり，ある特定の
細胞や，上皮組織とその下にある結合組織との間に広がる基底層（コラーゲンなどか
らなる細胞外の構造）と結合できるのが特徴である。おもな固定結合として，接着結合，
デスモソーム，ヘミデスモソームがある。
　細胞内のアクチンフィラメントに結合したカドヘリンが細胞外に伸び，隣の細胞か
らのカドヘリンと結合して細胞を結合させる領域を接着結合という（図16）。
　デスモソームは，円盤状の形をしたタンパク質と，細胞の外側に向かって細胞膜を
貫通するタンパク質のカドヘリンから構成されている（図16）。円盤状のタンパク質
は細胞膜の内側にあって，ここから突き出すカドヘリンが，隣の細胞のカドヘリンと
結合している。例えば，上皮細胞どうしの結合では，円盤状のタンパク質には中間径
フィラメントのケラチンフィラメントが結合している。
　上皮細胞と基底層との結合には，デスモソームと似た構造があるが，結合タンパク

4 細胞接着にかかわるタンパク質
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多細胞生物の細胞どうしは，どの
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質のインテグリンが，基底層に直接結合している。このような構造をヘミデスモソー
ムという。
●ギャップ結合 イオンや糖質，アミノ酸などの低分子を直接隣の細胞に伝えること
のできる構造をギャップ結

けつ

合
ごう

という。コネクソンと呼ばれる中空の膜タンパク質が2

つの細胞の間をつないで，分子が直接移動できるようになっている（図16）。5

▲図16　上皮細胞にみられる細胞接着の種類

!! 3章4節のポイント

同じ種類の細胞は，互いに認識してタンパク質などにより結合している。細胞接着
には，密着結合，固定結合，ギャップ結合がある。
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5958 1編4章　代謝とエネルギー

　酸素を用いない異化の代謝系でも，ATPは生産される。そのような代謝系の代表的
なものに，微生物が酸素を消費せずに炭水化物を分解する発

はっ

酵
こう

という反応がある。こ
のほか，筋肉でグリコーゲン（グルコースが多数結合した高分子化合物）が分解され，
グルコースを経て乳酸を生じる解

かい

糖
とう

も，酸素なしにATPを生産する代謝系の1つであ

る。これらの代謝系には，グルコースがピルビン酸に分解される過程が含まれるが，
この部分は呼吸の解糖系と共通する反応である。発酵や解糖でつくられるATPは，
基質レベルのリン酸化だけに依存しているため，電子伝達系の役割が大きい呼吸と比
べると極めて少なく，ATP合成の面ではあまり効率的とはいえない。

酵
こう

母
ぼ

は，酸素の供給が十分でない環境では，グ
ルコースをエタノール（C2）とCO2に分解し，その過
程でATPを合成する。この反応経路がアルコール発

はっ

酵
こう

である。アルコール発酵では，まず解糖系によっ
て，グルコースが2分子のピルビン酸になる。この
過程で，差し引き2分子のATPがつくられる。また，
酸化反応の段階で，化合物からの水素がNAD＋に移され，2分子のNADHを生じる。そ
して，ピルビン酸の脱炭酸と還

かん

元
げん

によりエタノールが生じる。この最後の還元のときに，
NADHからの水素の移動があり，2分子のNADHがNAD＋に戻されるので，アルコール
発酵の反応全体としては，NADHの正味の出入り（言い換えれば水素の正味の出入り）
はゼロということになる。まとめると，アルコール発酵は反応式⑤のように示される。

　反応式⑤　C6H12O6＋2ADP＋2H3PO4

2C2H5OH＋2CO2＋2ATP＋2H2O

乳
にゅう

酸
さん

発
はっ

酵
こう

は，解糖系でできたピルビン酸の還元により乳酸（C3）が生成される代謝系
である。乳酸発酵を行う微生物には，乳酸菌などがある。乳酸発酵では，解糖系にお
ける酸化反応の際に生じたのと同じ数のNADHが，ピルビン酸の還元にちょうど使

3 発酵と解糖
Fermentation and glycolysis

発酵や解糖では，どのようにATP
がつくられるのだろうか。
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B 乳酸発酵と解糖

われるので，アルコール発酵の場合と同じく水素の
出入りは打ち消されている。グルコース1分子を基
質とする乳酸発酵によって得られるATPは，解糖
系の段階でつくられる2分子のみである。
　筋肉の細胞は，グリコーゲンを分解してグルコー
スとし，これを呼吸基質に用いて，呼吸を行ってい
る。しかし，筋肉が急激に収縮するときに，酸素の
供給が間に合わなくなると，酸素を用いないATP合成に切り替わって，分解産物は
乳酸となる。このように筋肉でグリコーゲンあるいはグルコースが分解されて乳酸が
生成する過程は，解

かい

糖
とう

と呼ばれる。グルコース以降の解糖の反応経路は，乳酸菌の乳
酸発酵と同じである。乳酸発酵と解糖の反応は，まとめると反応式⑥で示される。

　反応式⑥　C6H12O6＋2ADP＋2H3PO4 2C3H6O3＋2ATP＋2H2O
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　観察実験4で，酵母のアルコール発酵を調べてみよう。
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▲図11　発酵と解糖の反応経路

　酵母はアルコール発酵によって，グルコースからエタノールをつくることが知られている。

エタノールの生成量は，酵母が培養されるときの酸素濃度に支配されている。酸素がない嫌

気的条件で培養すると，アルコール発酵を行い，ATPを合成するとともに多量のエタノー
ルをつくる。このような酵母には，ミトコンドリアがあまり発達していない。一方，酸素濃

度が高い好気的条件で培養した酵母には，ミトコンドリアが多くみられるようになる。また，

呼吸によってATPを合成するため，エタノールの生成量が少なくなる。酵母のエタノール
の生成が，酵母を培養する際の酸素濃度によって制

せい

御
ぎょ

されることをパスツール効果という。

このように，酵母のATP合成の方法は，酸素の有無によって変わる。
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知識を
深める酸素の有無と酵母のATP合成
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9 大腸菌を使った遺伝子組換え実験

大腸菌に蛍
けい

光
こう

タンパク質を合成するGFPの遺伝子をもつプラスミドを導入し，「光る大腸
菌」をつくることでバイオテクノロジーにおける遺伝子組換えのしくみを理解する。

大腸菌の遺伝子組換えに必要な用具（大腸菌，LB/寒天粉末，LB液体培地，滅菌プレート，
アンピシリン，アラビノース，遺伝子組換え用プラスミド，形質転換溶液，緩

かん

衝
しょう

液
えき

，マイク

ロピペット，マイクロチューブ，チューブラックなど。市販のキットを用いてもよい），UV
ランプ，恒

こう

温
おん

水
すい

槽
そう

，温度計，タイマー，氷（クラッシュアイス），定温器，蒸留水

　　　　　（8人分）
❶大腸菌を培養する以下のプレートを調整し，ふたの上面に内容を記入する。
LBプレート16枚（8枚に－DNA・LBと記入，残り8枚には何も記入しない）：－DNAとは，
プラスミドを感染させない大腸菌を植え付けることを示す。LB/寒天粉末7gを蒸留水200
mLに溶解し，オートクレーブ処理（120℃，20分）した後，16枚のプレートに分注する。
LB/Ampプレート16枚（－DNA・LB/Amp，＋DNA・LB/Ampと記入）：＋DNAとは，
プラスミドを感染させた大腸菌を植え付けることを示す。Ampとは，アンピシリンという
抗生物質の添加を示す。作成方法は，LB/Amp/Araプレートの項目を参照。
LB/Amp/Araプレート8枚（＋DNA・LB/Amp/Araと記入）：Araとは，アラビノー
スの添加を示す。LB/寒天粉末10.5gを蒸留水300 mLに溶解し，オートクレーブ処理
（120℃，20分）した後，寒天が固まらない程度に冷ましてからアンピシリン30 mgを加
えて混ぜ，200 mLを16枚のプレートに分注する（LB/Ampプレート）。残りの100 mL
にアラビノース600 mgを加え，8枚のプレートに分注する（LB/Amp/Araプレート）。
❷何も記入されていないLBプレート8枚に大腸菌を含む溶液を添加して，プレート全体に
薄く広げて37℃の定温器に入れて一晩培養する。

❶2つのマイクロチューブを用意し，「＋DNA」，「－DNA」
と記入し，チューブラックに差しておく。

❷マイクロピペットを使用して形質転換溶液250µLを，両
チューブに加え，チューブラックごと氷上に置く。

❸事前準備で培養した，大腸菌のプレートから，大腸菌を少量かき取り，両チューブに差
し込

こ

んで懸
けん

濁
だく

する。次に，GFPの遺伝子を含むプラスミド溶液を，マイクロピペットで

10µLを計り，「＋DNA」チューブに加えて氷上で10分間放置する。

目的

準備 5

 事前準備 10
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方法 25
●実験は，文部科学省ライフ
サイエンス課のリーフレッ
ト「高等学校などで遺伝子
組換え実験を行う皆様へ」
に従って行う。

30

❹冷やしている間に，次の4枚のプレートを準備する。

a. LB プレート /－ DNA b. LB/Amp プレート /＋DNA
c. LB/Ampプレート /－ DNA d. LB/Amp/Ara プレート /＋ DNA

❺チューブラックごと，42℃の恒温水槽に50秒浸
つ

けた後に，氷上に戻す（42℃と50秒は正確に行
う）。この操作はヒートショックと呼ばれ，プラ

スミドの大腸菌への侵
しん

入
にゅう

を促
うなが

す。

❻氷上に2分間置いた後，室温に戻した両チューブ
にLB液体培地を250µL加え，室温で10分間放
置する。

❼「＋DNA」，「－DNA」チューブの大腸菌液100µL
を❹の，4種のプレートに滴

てき

下
か

し，すばやく表面

に広げた後にふたを閉める。

❽プレートは裏返して37℃の定温器に入れて，翌
日観察する。

4枚のプレートの大腸菌の増
ぞう

殖
しょく

状況を観察する。大腸菌

のコロニーを確認後，暗所でUVランプを照射し，GFP
合成の有無（緑色の蛍光）を確認する。

❶今回実験に使ったプラスミドは遺伝子組換えによっ
て，GFPをつくる遺伝子とアンピシリンという抗生
物質を分解する酵素を合成する遺伝子を含んでいる。

アンピシリンを添加したプレートに生育した大腸菌に

ついて，どのようなことがいえるだろうか。

❷今回実験に使ったプラスミドでは，GFPの発現にアラ
ビノースが必要である。このことを示すためにはどの

プレートの大腸菌のようすを比
ひ

較
かく

したらよいだろうか。

5

10

15

結果・考察

課題20

25

注意！
本実験を行う際には，文部科学省ライフサイエンス課のリーフレット
「高等学校などで遺伝子組換え実験を行う皆様へ」に従って行う。

!! 4章3節のポイント

遺伝子を導入する方法には，受精卵に遺伝子を入れる，アグロバクテリウムやウイ
ルスなどに遺伝子を組み込んで感染させるといったものがある。
◦外来の遺伝子を導入した生物をトランスジェニック生物という。

◦GFPと呼ばれる，蛍光を発するタンパク質は，生きた細胞内で遺伝子の発現を調べるの
によく使われる。
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▲培養した大腸菌 ▲大腸菌のかき取り ▲チューブに懸濁 ▲形質転換溶液の添加

▲各プレートに大腸菌を滴下

▲培養１日後のプレート

▲UVランプの照射のようす

▲ヒートショックのようす
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9 大腸菌を使った遺伝子組換え実験

大腸菌に蛍
けい

光
こう

タンパク質を合成するGFPの遺伝子をもつプラスミドを導入し，「光る大腸
菌」をつくることでバイオテクノロジーにおける遺伝子組換えのしくみを理解する。

大腸菌の遺伝子組換えに必要な用具（大腸菌，LB/寒天粉末，LB液体培地，滅菌プレート，
アンピシリン，アラビノース，遺伝子組換え用プラスミド，形質転換溶液，緩

かん

衝
しょう

液
えき

，マイク

ロピペット，マイクロチューブ，チューブラックなど。市販のキットを用いてもよい），UV
ランプ，恒

こう

温
おん

水
すい

槽
そう

，温度計，タイマー，氷（クラッシュアイス），定温器，蒸留水

　　　　　（8人分）
❶大腸菌を培養する以下のプレートを調製し，ふたの上面に内容を記入する。
LBプレート16枚（8枚に－DNA・LBと記入，残り8枚には何も記入しない）：－DNAとは，
プラスミドを感染させない大腸菌を植え付けることを示す。LB/寒天粉末7gを蒸留水200
mLに溶解し，オートクレーブ処理（120℃，20分）した後，16枚のプレートに分注する。
LB/Ampプレート16枚（－DNA・LB/Amp，＋DNA・LB/Ampと記入）：＋DNAとは，
プラスミドを感染させた大腸菌を植え付けることを示す。Ampとは，アンピシリンという
抗生物質の添加を示す。作成方法は，LB/Amp/Araプレートの項目を参照。
LB/Amp/Araプレート8枚（＋DNA・LB/Amp/Araと記入）：Araとは，アラビノー
スの添加を示す。LB/寒天粉末10.5gを蒸留水300 mLに溶解し，オートクレーブ処理
（120℃，20分）した後，寒天が固まらない程度に冷ましてからアンピシリン30 mgを加
えて混ぜ，200 mLを16枚のプレートに分注する（LB/Ampプレート）。残りの100 mL
にアラビノース600 mgを加え，8枚のプレートに分注する（LB/Amp/Araプレート）。
❷何も記入されていないLBプレート8枚に大腸菌を含む溶液を添加して，プレート全体に
薄く広げて37℃の定温器に入れて一晩培養する。

❶2つのマイクロチューブを用意し，「＋DNA」，「－DNA」
と記入し，チューブラックに差しておく。

❷マイクロピペットを使用して形質転換溶液250µLを，両
チューブに加え，チューブラックごと氷上に置く。

❸事前準備で培養した，大腸菌のプレートから，大腸菌を少量かき取り，両チューブに差
し込

こ

んで懸
けん

濁
だく

する。次に，GFPの遺伝子を含むプラスミド溶液を，マイクロピペットで

10µLを計り，「＋DNA」チューブに加えて氷上で10分間放置する。

目的

準備 5

 事前準備 10

15

20

方法 25
●実験は，文部科学省ライフ
サイエンス課のリーフレッ
ト「高等学校などで遺伝子
組換え実験を行う皆様へ」
に従って行う。
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❶YPD培地で一晩培養（30℃）した変異体酵
こう

母
ぼ

をループの先で
かき取り，遺伝子導入液が0.2mL入った1.5mLチューブに入
れてよく攪

かく

拌
はん

する。
❷スポイトを用いてウラシル合成酵素の遺伝子をもつプラスミ
ド溶液全量を❶で調整した酵母溶液の入った遺伝子導入液に
入れ，よく攪拌する。
　※ スポイトで5回程度は溶液を吸ったり出したりすること
で，DNA溶液と酵母を均一に混ぜることが重要である。

❸❷で調整した酵母とプラスミド溶液を混合したチューブを
42℃の湯浴中に20分間置く。

❹20分後，新しいスポイトで42℃に置いた酵母 -プラスミド混
合液を2，3回吸ったり出したりした後，その全部を最少培
地の中心にたらす。
❺スプレッダーで混合液を最少培地上に均一になるように引き
伸ばす。
　※水分が残っている程度で伸ばすのをやめる。
❻ペトリ皿のふたをしめ，ふたに名前，日付等を記録し，

30℃で2日以上培養する（室温なら7日間程度培養する）。
30℃で2日以上培養すると最

少培地の寒天上に白い点（コロニー）
が現れた。

方法

▲図6　酵母をループでかき取
り遺伝子導入液に入れる

5

▲図7　スプレッダーで均一に
引き伸ばす

10

15

▲図8　培地上の白い点がコロニー

結果 20

組換えDNAの取り扱いを理解して以下
の点に気を付けること。
❶窓や扉は閉じておく。
❷実験終了後には手を洗う。
❸�実験終了後に遺伝子導入体，実験器具
を確実に滅菌後，適切に処分する。

ウラシルを合成できない変異体酵母に，ウラシルを合成する遺伝子を導入すると最少

培地でも生育できるようになったことから，プラスミドに存在するウラシル合成酵素

の遺伝子が発現し，変異体酵母の細胞内でウラシルを合成できたことがわかる。 25

　　　　　アミラーゼ活性検出実験

Step.2の最少培地に生育している遺伝子導入体酵母，Step.1でとれた酵母（市販のもの
でも，変異体でも可），デンプン培地，発色液（ヨウ素液），スプレッダー，ループ，滅菌スポ
イト，サインペン

❶Step.2でとれた遺伝子導入体酵母と，Step.1でとれた酵母をループを用いてそれぞれデンプ
ン培地に2cmの間隔を空けて5mmくらいの円形に塗

ぬ

り，ペトリ皿のふたをしめ，30℃で一晩
培養する。

❷一晩培養したプレート上に発色液（ヨウ素液）をかけ，ヨウ素デンプン反応でデンプンを検出す
る。遺伝子導入体酵母はアミラーゼの発現により，デンプンが分解され，ヨウ素デンプン反応
でデンプンが検出されない（青紫に発色しない）ことを確かめる。

　　　　遺伝子導入体酵母（上）ではヨウ素デン
プン反応が起こらず，酵母のコロニーのまわ
りは培地の色のままなのに対し，市販の酵母
（下）のコロニーのまわりはヨウ素デンプン反
応が起きて，青紫色に発色している。

◉レポートの作成・発表

・なぜこの実験を行ったかということがはっきりわかるように，観察・実験の論理性を明確にし
て整理する。

・今回の実験を応用するとどのような研究が可能か考えてみよう。

Step.3

今回用いたプラスミドには，ウラシル合成遺伝子のほかにアミラーゼ遺伝子を存在さ

せている。アミラーゼはデンプン分解酵素であるが，本当に酵母にデンプン分解能力

を与えることができるのだろうか。

準備5

方法

10

▲図9　発色液（ヨウ素液）をかけたプレート

結果15

遺伝子導入体酵母ではアミラーゼの発現により，デンプンが分解され，ヨウ素デンプ

ン反応でデンプンが検出されなかった。つまり，プラスミドによって新しい形質を導

入できたことがわかる。

20

25

探究 パン酵母を利用した組換えDNA実験2
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母
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をループの先で
かき取り，遺伝子導入液が0.2mL入った1.5mLチューブに入
れてよく攪

かく

拌
はん

する。
❷スポイトを用いてウラシル合成酵素の遺伝子をもつプラスミ
ド溶液全量を❶で調製した酵母溶液の入った遺伝子導入液に
入れ，よく攪拌する。

　※ スポイトで5回程度は溶液を吸ったり出したりすること
で，DNA溶液と酵母を均一に混ぜることが重要である。

❸❷で調製した酵母とプラスミド溶液を混合したチューブを
42℃の湯浴中に20分間置く。
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合液を2，3回吸ったり出したりした後，その全部を最少培
地の中心にたらす。
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30℃で2日以上培養する（室温なら7日間程度培養する）。
30℃で2日以上培養すると最

少培地の寒天上に白い点（コロニー）
が現れた。

方法

▲図6　酵母をループでかき取
り遺伝子導入液に入れる

5

▲図7　スプレッダーで均一に
引き伸ばす

10

15

▲図8　培地上の白い点がコロニー

結果 20

組換えDNAの取り扱いを理解して以下
の点に気を付けること。
❶窓や扉は閉じておく。
❷実験終了後には手を洗う。
❸�実験終了後に遺伝子導入体，実験器具
を確実に滅菌後，適切に処分する。

ウラシルを合成できない変異体酵母に，ウラシルを合成する遺伝子を導入すると最少

培地でも生育できるようになったことから，プラスミドに存在するウラシル合成酵素

の遺伝子が発現し，変異体酵母の細胞内でウラシルを合成できたことがわかる。 25

探究 パン酵母を利用した組換えDNA実験2



番号
ページ 行 原 文 訂　　　　正　　　　文

図書の記号・番号 生物 306
訂正箇所

（別紙様式第 16号別紙）

240　4編1章　動物の刺激の受容と反応

4
編

241

　脊
せき

髄
ずい

は，脊
せき

椎
つい

骨
こつ

の中央を走る円柱状の構造をとり，大脳とは逆に，外側が白質，内
側が灰白質となっている（図32）。断面でみると，体の腹側と背中側に末梢神経系の
通る経路があり，それぞれ腹

ふく

根
こん

，背
はい

根
こん

という。脊髄は体の各部と脳を結ぶ連絡路とし
ての役割を果たすとともに，脊

せき

髄
ずい

反
はん

射
しゃ

の中
ちゅう

枢
すう

である。
●末梢神経系　中枢神経系と体の各部との間を
つなぐ神経系を末

まっ

梢
しょう

神
しん

経
けい

系
けい

という。脳・脊髄に
つながる末梢神経系は，それぞれ脳神経・脊髄
神経という。受容器から中枢神経系へ興奮を伝
える感

かん

覚
かく

神
しん

経
けい

や，逆に中枢神経系から効果器へ
と指令を伝える運

うん

動
どう

神
しん

経
けい

など，運動や感覚に関
係した末梢神経系を体

たい

性
せい

神
しん

経
けい

系
けい

という。脊髄で
は，感覚神経は背根から入り，運動神経は腹根
から出ている。自

じ

律
りつ

神
しん

経
けい

系
けい

は，脳や脊髄から出て，
いろいろな器官に信号を伝える重要な末梢神経
系で，恒常性のための調節を行っている。 ▲図32　大脳と脊髄の構造

灰白質

灰白質

白質

白質

大脳

延髄

腹根

感覚神経

運動神経

腹側

背根

脊髄

5

10

15

　ヒトの大脳で特に大きく発達している新
しん

皮
ひ

質
しつ

は，随
ずい

意
い

運
うん

動
どう

や長期記憶，及び報
ほう

酬
しゅう

・意志・計画・
動機などの精神活動にかかわる前

ぜん

頭
とう

葉
よう

，感覚受容
器の信号を受け取る感覚野を含み，空間的な認識
に深くかかわる頭

とう

頂
ちょう

葉
よう

，聴覚などの受容器で感知
した情報と言語とを結び付ける役割をもつ側

そく

頭
とう

葉
よう

，及び，網
もう

膜
まく

で受け取った視覚的な情報を直接
受け取り，物体の模様・形・色・運動方向などを
判別し，記憶と照合する役割の後

こう

頭
とう

葉
よう

に分けられ
る（図34）。大脳は，構造の上では，左右の半球
状の部分に分かれていて，左右の機能上の違いは
まだよく解明されていないが，それぞれ体の反対
側の機能を制

せい

御
ぎょ

している。言語の機能は左側の大
脳（側頭葉）が担

にな

っていることが多い。左右の大脳
半球の間を約2億本もの神経繊

せん

維
い

が連結していて，
この構造を脳

のう

梁
りょう

と呼んでいる（図35上）。
　大脳の中には，嗅

きゅう

覚
かく

の中枢（嗅
きゅう

球
きゅう

）のほか，記憶
形成・学習・空間認識にかかわる海

かい

馬
ば

，欲求・感
情などの動物の基本的な生命活動に関係した扁

へん

桃
とう

体
たい

などがあり，これらをまとめて大
だい

脳
のう

辺
へん

縁
えん

系
けい

とい

う（図35中）。この部分は，新皮質に対して古
こ

皮
ひ

質
しつ

・原
げん

皮
ひ

質
しつ

と呼ばれ（図35上），両生類やハチュ
ウ類の大脳にもみられる。
　間
かん

脳
のう

は，視
し

床
しょう

と視
し

床
しょう

下
か

部
ぶ

からなる。視床は，多
くの感覚神経系が大脳へいたる途中の中継地点となっている。視床下部は，体内部の
状態を常に監

かん

視
し

し制御する自律機能の調節・統合の重要な中枢で，血糖・体温・血圧・
水分などの調節に関与している。
　中

ちゅう

脳
のう

は，姿勢の維
い

持
じ

，眼球運動や瞳
どう

孔
こう

の大きさの制御などにかかわる中枢，橋
きょう

は，
脳から顔面や耳へ向かう神経繊維や，大脳と小脳をつなぐ神経繊維の通り道となって
いる重要な部分である。延

えん

髄
ずい

は，脊髄に続く部分で，生命維持に不可欠な呼吸や血液
量の調節などを行う中枢である。
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感覚野：sensory area　運動野：motor area　連合野：association area　大脳：cerebrum　新皮質：neocortex
間脳：diencephalon　視床：thalamus　視床下部：hypothalamus　中脳：mesencephalon　橋：pons

脊髄：spinal cord　腹根：ventral root　背根：dorsal root　脊髄反射：spinal reflex　末梢神経系：peripheral nervous system
　感覚神経：sensory nerve　運動神経：motor nerve

体性神経系：somatic nervous system　自律神経系：autonomic nervous system

　動物の大
だい

脳
のう

は，感覚をつかさどる感
かん

覚
かく

野
や

や，
運動をつかさどる運

うん
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　ヒトの大脳で特に大きく発達している新
しん

皮
ひ

質
しつ

は，随
ずい

意
い

運
うん

動
どう

や長期記憶，及び報
ほう

酬
しゅう

・意志・計画・
動機などの精神活動にかかわる前

ぜん

頭
とう

葉
よう

，感覚受容
器の信号を受け取る感覚野を含み，空間的な認識
に深くかかわる頭

とう

頂
ちょう

葉
よう

，聴覚などの受容器で感知
した情報と言語とを結び付ける役割をもつ側

そく

頭
とう

葉
よう

，及び，網
もう

膜
まく

で受け取った視覚的な情報を直接
受け取り，物体の模様・形・色・運動方向などを
判別し，記憶と照合する役割の後

こう

頭
とう

葉
よう

に分けられ
る（図34）。大脳は，構造の上では，左右の半球
状の部分に分かれていて，左右の機能上の違いは
まだよく解明されていないが，それぞれ体の反対
側の機能を制

せい

御
ぎょ

している。言語の機能は左側の大
脳（側頭葉）が担

にな

っていることが多い。左右の大脳
半球の間を約2億本もの神経繊

せん

維
い

が連結していて，
この構造を脳

のう

梁
りょう

と呼んでいる（図35上）。
　大脳の中には，嗅

きゅう

覚
かく

の中枢（嗅
きゅう

球
きゅう

）のほか，記憶
形成・学習・空間認識にかかわる海

かい

馬
ば

，欲求・感
情などの動物の基本的な生命活動に関係した扁

へん

桃
とう

体
たい

などがあり，これらをまとめて大
だい

脳
のう

辺
へん

縁
えん

系
けい

とい

う（図35中）。この部分は，新皮質に対して古
こ

皮
ひ

質
しつ

・原
げん

皮
ひ

質
しつ

と呼ばれ（図35上），両生類やハチュ
ウ類の大脳にもみられる。
　間
かん

脳
のう

は，視
し

床
しょう

と視
し

床
しょう

下
か

部
ぶ

からなる。視床は，多
くの感覚神経系が大脳へいたる途中の中継地点となっている。視床下部は，体内部の
状態を常に監

かん

視
し

し制御する自律機能の調節・統合の重要な中枢で，血糖・体温・水分
の調節などに関与している。
　中

ちゅう

脳
のう

は，姿勢の維
い

持
じ

，眼球運動や瞳
どう

孔
こう

の大きさの制御などにかかわる中枢，橋
きょう

は，
脳から顔面や耳へ向かう神経繊維や，大脳と小脳をつなぐ神経繊維の通り道となって
いる重要な部分である。延

えん

髄
ずい

は，脊髄に続く部分で，生命維持に不可欠な呼吸や血圧
の調節などを行う中枢である。
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